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ス　東日本大震災では、気象庁は大津波警報などを発表しましたが、必ずしも住民の迅速な避難に繋がら

なかった例がありました。また、平成 23 年台風第 12 ߸による大雨災害等においては、気象庁は警報に

より重大な災害への警戒を呼びかけたものの、災害発生の危険性がஶしく高いことを༗効に伝える手段

がなく、関係市町村長による適時的確な避難ק告・指示の発令や、住民自らの迅速な避難行動に必ずし

も結びつきませんでした。そのため、地方公共ஂ体及び住民等の皆様からは、直ちに防災対応をとる

き状況であるࢫのわかる、危険性を明確に示した情報の提供がまれています。

　中ԝ防災会ٞの防災対策推進検討会ٞは平成 24 年７月に、東日本大震災等を踏まえた我が国の今

後の防災対策の理೦や具体的方策をとりまとめました。この中には、災害の危険性や避難の必要性を分

かりやすく伝えるための情報提供方法のվળや、国及び地方公共ஂ体の連携による警報等の情報の住

民等への確実な伝達など、気象業務に関連する提言もりࠐまれています。そして、我が国における防

災対策の一層の充実・強化のため、ૣ急に必要な制度のվળ・拡充を行い、具体的な対策の推進に取

り組んでいくきと結ばれています。

　これらを踏まえ、広いൣғで多くの人命が危険にさらされる大災害は今後も発生し得るものであること

から、東日本大震災を踏まえた防災対策全般の見直しに向け、国、地方公共ஂ体等で多くの取り組みが

行われています。気象庁としても、このような防災対策の動向及び近年における気象業務に関する技術

の進展に対応し、災害から多くの生命をकるため、重大な災害の起こるおそれがஶしく大きいࢫを警告す

る「特別警報」の制度を創設することとしています。

τϐοΫε̍ �ʮಛผܯ報ʯのઃ

トピックス

ʮಛผܯ報ʯのΠϝーδ
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　「特別警報」は、予想される大雨や火山の火、津波等の現象が特に異常であるため、重大な災害の

起こるおそれがஶしく大きく、避難などの防災対応を直ちにとるき状況にあるという危険性を伝えるも

のです。

　したがって「特別警報」は、市町村長が発令する避難ק告や避難指示、都道府ݝ等の防災関係機関

の防災対応を判断する際に重要な情報となるものであり、ඇ常時においてこれを༗効に活用していただく

ため、「特別警報」を発表する基४については、あらかじめ都道府ݝ知事や市町村長の意見をௌいて定

めることとしています。

　また、「警報」や「特別警報」の通知先に消防庁を新たに加え、同庁が整備を進めているＪアラート（全

国瞬時警報システム）を活用した警報等の伝達ルートの多重化を図るとともに、「特別警報」については、

都道府ݝから市町村への伝達、市町村から住民等へのप知のા置をそれぞれ直ちに行うことをٛ務け

ることとしています。 

　「特別警報」の創設により、気象庁が発表する情報や住民等の皆さんの対応はどのように変わるので

しょうか。

　大雨の場合を例にすると次のようになります。１日程度先に大雨が降る可能性が高くなった時点で、大

雨等に関する気象情報を発表し、大雨の始まる数時間前には「大雨注意報」や「大雨警報」を発表しま

す。その後、例えばこの大雨が数े年に一度の大雨になると予想した時点において、新たに「大雨特別

警報」を発表することとなります。ただし、「大雨警報」が発表された後には、「大雨特別警報」が発表

されなくても重大な災害のおそれがありますので、「特別警報がまだ発表されないから」といってܾして安

心するのではなく、大雨に備えたૣめの避難行動を心がけることが重要です。「大雨特別警報」は、さら

にஶしい大雨を予想した場合に発表するものですので、情報を収集し一刻もૣく安全確保のための行動

をとるなど、一層ݫ重な警戒が必要となります。市町村の避難ק告等にしたがって直ちに避難所へ避難

する、҃いはすでに外出することが危険な状ଶのときは、無理をせず家の中で比較的安全な場所にとど

まる、といった命をकる行動ををとる必要があります。

　また、津波や火等については、現行の「大津波警報」や「火警戒レベル４૬当以上の火警報」

などの危険性が高いレベルのものを「特別警報」と位置ける予定としており、これまでと同様に、直ち

に安全な場所に避難するなどの行動をとる必要があります。

τϐοΫε

˞৭ҹはैདྷͷܯใΑΓୡ͕ڧԽ͞ΕΔ෦
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ॳΊͯൃදͨ͠ɺهతͳେӍʹؔすΔؾใ
˞߸తͳେӍʹؔ͢Δશൠ気象ใɹୈ̐ه
ฏ݄̎̐̓̍̎̌̒̍̐࣌ɹ気象ி༧ใ෦ൃද

（ग़͠ݟ）
ͱͷͳいΑ͏ͳͨ͜͠ݧܦʹΛத৺ʹɺ͜ΕまͰݝͱେݝຊ۽
େӍʹͳͬͯいま͢ɻ͜ͷҬͷํはݫॏʹܯռͯͩ͘͠͞いɻ

（ຊจ）
ͳ͠ɻ

˞ൃද൪߸はશൠ気象ใશମΛ௨ׂͯ͡ΓৼΒΕΔͨΊɺ
ୈ 4߸ͱͳͬͯいΔɻ

�݄��࣌�の地্ఱؾਤٴͼɺ�݄��͔࣌�Β�݄���� まͰの૯߱ਫྔʢղੳӍྔʹΑΔʣ࣌

（１）ฏ ��  � ݄भ෦߽Ӎ
　7 月11 日から14 日にかけて、ԫւから本भ近にのびるക雨前線にԊってඇ常に࣪った空気が流れ

。的な大雨になりましたهभ෦地方を中心に、みࠐ

　特に、12 日未明から明け方にかけて۽本ݝと大分ݝを中心にな雨が降り、۽本ݝѨો市ѨોԵ

ඣ（ŗťśŪűŸ）では 1 時間に 80ミリを超えるな大雨が 3 時から 6 時にかけて降り続き、1 時から7 時

までの 6 時間では、7月の月降水量平年値 570.1ミリの 8 割を超える459.5ミリの雨を観測しました。また、

13 日はࠤլݝ、Ԭݝを中心に、14 日は、Ԭݝ、大分ݝを中心に大雨となり、11日から14 日までの

間に、3 時間降水量で計 7 地点、24 時間降水量で計 8 地点が観測࢙上 1 位の値を更新しました。

　これらの大雨により、河川のはんཞや土ੴ流、がけ่れ等が発生し、۽本ݝ、大分ݝ、Ԭݝでࢮ

者 30 ໊、行方不明者 2 ໊となったほか、भ෦地方を中心に 1 万౩を超える住家のଛյ・浸水等が

発生しました。また、停電被害や交通障害等も発生しました。（被害状況は、平成 24 年 8 月10 日18 

時 00 分現在の総務省消防庁の情報による）

　この様なਙ大な被害を踏まえて、気象庁は 7月 11日から14 日にかけてभ෦地方を中心に降った

大雨について、「平成 24 年 7月भ෦߽雨」と命໊しました。

 11日から降り始めた雨は、12 日未明には۽本

を中心にな雨となり、降り続くݝと大分ݝ

大雨により重大な災害が一層ࠩし迫っている状

況と考えられました。

　このため、気象庁として初めての「ه的な

大雨に関する気象情報」を発表し、「これまで

に経験したことのないような大雨」という文言

を用いて最大限の警戒を呼びかけました。

�τϐοΫε̎ ɹฏ��のओな෩ਫ
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ฏ ��  �݄��ʹ߱ؒ࣌りଓ͍ͨͳӍの༷ࢠ

　気象台では、普段から自治体の防災対応を支援する取り組みを進めており、今回の大雨では、自治体

へ直接電話し、気象状況がかなり危険な状ଶになっていることを伝えたほか、報道機関を通じて気象解

આを行うなど、危険な気象状況と今後の見通しについてઆ明を行いました。また、災害対策本෦への職

員ݣや、政府調査ஂによる現地調査へのਵ行、自治体の災害応急活動等を支援するために災害時気

象支援資料の提供を行うなど、災害への対応と 1日もૣい෮چのための支援に努めました。

　また、気象研究所では今回の߽雨の発生要Ҽを調査し、その結果について 7月 23 日に報道発表を行

っています。

τϐοΫε
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৭ͷઢは෩ͷܦ࿏（ઢ෦はԹଳ気ѹʹมΘͬͨޙͷܦ࿏）ɺؙは ؒ࣌�

͝ͱͷ෩ͷҐஔɻؙࠇͷࣈはߴ࠷ைҐΛߋ৽ͨ͠

（ࣈは࣍දͷ൪߸ʹରԠ）ɻ

৭ͷઢは෩ͷܦ࿏ɺؙは ͱؒ࣌͝�

ͷ෩ͷҐஔɻനؙͷࣈはߴ࠷ைҐΛߋ

৽ͨ͠（ࣈは࣍දͷ൪߸ʹରԠ）ɻ

ฏ �� ෩ୈ��߸ٴͼ෩ୈ��߸のܦ࿏とߴ࠷ைҐΛߋ৽ͨ͠地

ฏ �� ෩ୈ��߸ٴͼ෩ୈ��߸ʹΑΔߴ࠷ைҐ

෩ୈ��߸

෩ୈ��߸

෩ୈ��߸

（２）෩ୈ �� ߸ɾ�� ߸にΑΔைҐهٴͼߴை災
　平成 24 年には、台風第 16 ߸が接近・通過した際に西日本の 13 地点、台風第 17 ߸の際に東ւ地方

を中心とした 8 地点で、過去最高ை位を超えるもしくは過去最高ை位にฒͿை位を観測しました。その

要Ҽとしては、以下の４つの条件が重なったことがあげられます。

　　　ᶃ台風によるٵい上げ・ਧき寄せ効果でのை位上ঢがあったこと

　　　ᶄւ水温が高いことなどにより一年の中で最もை位が高くなる時期であったこと

　　　ᶅ大ை（ຬ月や新月の前後でຬைのை位が高くなる時期）であったこと

　　　④多くの地点で台風の接近・通過時間帯がຬை時間帯であったこと
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	ˎ
 ைҐ؍ଌは൫มಈʹΑΓඪ͕ߴมಈ͠ま͢ɻ͜ΕまͰͷߴ࠷ைҐは࣌ͷඪͮجʹߴいͨͰ͢ɻ

෩ୈ��߸

ฏ 24 �݄ 17 ேͷ࡚ݝౡࢢݪʹ͓͚Δߴைͷঢ়گ（ࣸࠨਅ）ͱಉ͡ॴͷฏৗ࣌ͷঢ়گ（ӈࣸਅɿฏ 25 Ө）ɻࡱ2݄

෩ୈ 16߸ͰはߴைʹΑΓைҐ͕ஶ্͘͠ঢ͠ɺ؛นۙ͘ͷඪߴͷいͱ͜Ζʹ͋ΔॅډͰはচ্ਁਫͷඃൃ͕ੜ͠まͨ͠ɻ

ฏ �� ෩ୈ��߸ʹΑΔߴைのঢ়گʢࣸࠨਅɿ࡚ݝౡࢢݪఏڙɺӈࣸਅɿ࡚ւ༸ؾࡱӨʣ

　なお、台風第 16 ߸の際には、ௗ取ݝの田後では台風がれてから最高ை位を観測しました。これは、

台風第 16 ߸が日本ւ西෦を通過した際に気ѹ低下によるٵい上げや風のਧき寄せによって発生したւ水

の高まりが、その後「୨波」と呼ばれるඇ常にゆっくりした速度で進行する波として東へ伝し、それ

がຬைに重なったために発生したものと考えられます。また、9 月下०には東ւ地方を中心として、ࠇை

からࢬ分かれしたւ流がԊ؛域を流れることによってை位が天文ை位より20 ʙ 30 センチ程度高い状ଶ

が継続するいわゆる「異常ை位」が発生していました。「異常ை位」の発生と台風第 17 ߸の接近・通過

が重なったこともෳ数の地点で過去最高ை位を超えるை位となった要Ҽとなりました。

　これら台風による高ைで、台風第 16 ߸の際にはԭೄ۽、ݝ本ݝ及び長࡚ݝを中心に、台風第 17 ߸

の際にはѪ知ݝとࡾ重ݝでচ上浸水の被害が発生しました。台風や低気ѹの接近が予想される場合に

は高ைにे分注意・警戒することが必要です。各地の気象台が発表する高ை警報・注意報等を確認して

ください。

τϐοΫε
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ؚまΕͯいΔ߹͕͋Γま͢ɻҎ֎ͷඃרまͨ͠ɻཽ͠ܭूʹجྉΛࢿͷؔػࡂはইऀʗՈඃࢮ

ຊʹ͓͚Δओͳཽࡂרʦ���� Ҏ߱ʧ

20125݄6

ࢢԆԬݝ࡚ٶ

201111݄1�
200611݄7
2006�݄17
1����݄24
1��012݄11
1��02݄1�

Ѫݝ๛ࢢڮ
ઍ༿ݝໜࢢݪ
ࢢປ࡚ݝౡࣇࣛ

ւಓৗ࿊ࠤ܊࿊ؒொ
ಙ೭ౡொ܈େౡݝౡࣇࣛ

ҵݝৗ૯ࢢ
ҵͭݝ ͘ࢢ

1໊ɺෛইऀ1�໊ɺશյ2�౩ɺյ��౩ऀࢮ
1໊ɺෛইऀ7�໊ɺશյ�2౩ɺյ161౩ऀࢮ

ෛইऀ415໊ɺશյ40౩ɺյ�0�౩
ɺෛইऀ14�໊ɺશյ7�౩ɺյ�4�౩໊�ऀࢮ
ɺෛইऀ�1໊ɺશյ7౩ɺյ7౩໊�ऀࢮ

ɺશյ1౩໊�ऀࢮ

1໊ɺෛইऀ�7໊ɺશյ76౩ɺյ15�౩ऀࢮ

ਤதͷ֯ࡾ˚͕気象ڀݚॴͷϨʔμʔͷҐஔɻפ৭ܥはϨʔμʔʹ

ۙͮ͘෩ͷྖҬΛɺஆ৭ܥはԕ͔͟Δ෩ͷྖҬΛද͢ɻܭ࣌ճΓ

ͷӔ͕ͭ͘ࢢ্ۭ۠ʹଊ͑ΒΕͨ（֦େਤ）ɻ

γϛϡϨʔγϣϯʹΑΓɺεʔύʔηϧʹಛతͳߏͰ͋Δɺ

ؙఱҪͱいΘΕΔӢͷແいತঢ়ͷྖҬϝιαΠΫϩϯ（ܘ LN

ʙे LNఔͷہతͳ気ѹ）Λݱ࠶ɻ

υοϓϥʔ 	N�T


��ʣ࣌��ॴυοϓϥʔϨʔμʔʢ�ڀݚؾ γϛϡϨʔγϣϯࢠॴ���̼֨ڀݚؾ

（３）� ݄ � にൃੜ͠たҵͭݝくࢢɾৗ૯ࢢのཽר
　平成 24 年（2012 年）5月 6 日12 時 35 分ࠒに発生したと推定されるཽרにより、ҵݝ常総市からつ

くば市近にかけて大きな被害が発生したため、気象庁は、6 日から7 日にかけて気象庁機動調査൝

（JMA-MOT）を現地にݣして調査を実施しました。この現地調査の結果やෳ数の研究機関の局地的

な風速の推定値等から、ཽרの強さは౻田スケールで '3（毎秒 70 ʙ 92 メートルの風速）と推定してい

ます。ཽרの強さについては、平成 18 年（2006 年）のւ道ࠤ࿊間町で発生した '3 のཽרなどと共に、

国内では最大ڃとなりました。

　このཽרについて、気象研究所で開発中の二重ภ波ݻ体ૉ子ドップラーレーダーでは大気下層の時計

回りのӔをଊえており、このӔは現地調査による被害分布とよく対応していることから、ཽרに伴うものと

考えています。また、気象研究所のスーパーコンピュータを用いた 250m 格子の水平分解能での数値シミュ

レーションによると、強いཽרをもたらす積ཚ雲の特であるスーパーセルの構造が解析されました。

　気象庁では引き続き、ཽר等のܹしいಥ風をもたらすݦஶ現象の実ଶ解明とその予測に向けて、研究

と開発を着実に進めていきます。

38



ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

（̍）ฏ̎̏ （̎̌ ̍̍ ）7݄৽ׁɾౡ߽Ӎ

　平成 24 年 12 月 7日17 時 18 分、ࡾԭを震ݯとするマグニチュード 7.3 の地震が発生し（注）、੨ݝ、

市҂רで震度̑ऑを観測しました。この地震により津波が発生し、ੴݝಢ、ݝҵ、ݝٶ、ݝ手ؠ

川で 98 センチメートルなど、東地方のଠ平༸Ԋ؛で津波を観測しました。

　また、この地震により、ࢮ者 1 人、ෛই者 15 人、住家一෦ഁଛ 1 ౩の被害がありました（総務省消防

庁調）。

　気象庁はこの地震に対して、最初の地震波の検知から 6.6 秒後に東地方と関東地方の一෦に対して

緊急地震速報（警報）を発表しました。また、17 時 22 分にٶݝのԊ؛に津波警報（津波）、੨ݝଠ

平༸Ԋؠ、؛手ݝ、ౡݝ、ҵݝのԊ؛に津波注意報を発表（同日19 時 20 分にすて解আ）しまし

た。

 　この地震は、「平成 23 年（2011 年）東地方ଠ平༸ԭ地震」の余震域で発生した地震で、マグニチ

ュード 7.0 以上の余震は平成 23 年 7月10 日のࡾԭを震ݯとするマグニチュード 7.3 の地震以来約 1 年

5 か月Ϳり、また、津波警報を発表したのは平成 23 年 4 月 7 日のٶݝԭを震ݯとするマグニチュード

7.2 の地震、平成 23 年 4 月11日のౡݝ通りを震ݯとするマグニチュード 7.0 の地震以来約 1 年 8 か

月Ϳりでした。

　東地方ଠ平༸ԭ地震の余震は全体的

には次第にগなくなってきており、マグニチ

ュード 7.0 以上の大きな余震が発生する可

能性は低くなってきましたが、今後もまれに

大きな余震が発生することがあり、最大震

度 5 ऑ以上の強い揺れや、ւ域で発生した

場合には津波が発生する可能性がありま

す。また、これよりنのখさな地震でも

Ԋ؛域や域で発生すると震ݯ近では強

い揺れになることがありますので、引き続き

余震に対する注意が必要です。

 

τϐοΫε

τϐοΫε̏ ɹฏ��1� �݄のࡾԭのʙ1�͔݄ ͿΓʹ ܯ報Λൃද

（）ɹ͜ͷͷ � ඵલʹは �0 Ωϩϝʔτϧೆ౦ͰϚάχνϡʔυ 7Ϋϥεͱਪఆ͞ΕΔ͕ൃੜ͠ま͕ͨ͠ɺޙʹൃੜͨ͠Ϛάχνϡʔ
ɹɹɹυ 7�� ͷͷӨڹͰϚάχνϡʔυΛਖ਼֬ʹܾఆ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖まͤΜͰͨ͠ɻまͨɺ͜ΕΒͷ̎ͭͷはۙͨ͠ҬͰ΄΅ಉ࣌ʹൃ
ɹɹɹੜͨͨ͠Ίɺͷ͕Ͱ͖まͤΜɻ

ଌ͝とのਤ؍

39



ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

ձのؔ౼ݕ֤

3

ʮࡂ気象ใͷվળʹؔ͢Δݕ౼ձʯͰ֤ʹ͓͚Δใվળ
ͷํੑ౿ま͑ͭͭɺࡂ気象ใશମͷվળΛਐΊΔɻ

（１）防災気象情報にؔ͢Δͭࡾのݕ౼ձ
ᶃཽרಥ෩༧ଌใվળݕ౼ձ

 　平成 24 年 5月 6 日にҵݝつくば市等でཽרによる被害が発生したことを踏まえ、気象庁ではཽר

等のಥ風に関する情報の現状ฒびに住民への伝達と利活用における課題等をվめて整理し、今後の情報

のվળに向けた検討を行うこととしました。これまで、気象庁ではཕ注意報、ཽר注意情報（平成 20 年

3 月から）、ཽר発生確度ナウキャスト（平成 22 年 5月から）といった情報を発表していました。

　検討会を通じて平成 24 年 7月に、これらの予測情報の発表、伝達のあり方、ཽרの実ଶ把握の強化

などからなる提言がまとめられました。

ᶄ࠭ࡂͷܯռͷݺͼ͔͚ʹؔ͢Δݕ౼ձ

　平成 23 年台風第 12 ߸による和Վ山ݝやಸ良ݝで

の土砂災害における課題等を踏まえ、土砂災害への

警戒の呼びかけに関わるさらなるվળ方策について検

討を行うこととしました。

　検討会では、都道府ݝ砂防෦局と地方気象台等が

共同で発表する「土砂災害警戒情報」の全国運用開

始から約 4 年が経過したことを踏まえ、これまでの利

活用状況や運用実、技術の進展などをධ価し、平

成 25 年 3 月に、土砂災害への警戒の呼びかけ方の

վળの方向性などを示した提言がまとめられました。

ᶅࡂ気象ใͷվળʹؔ͢Δݕ౼ձ

　気象庁では、様々な風水害による被害を踏まえて、

地方公共ஂ体の防災活動や国民の防災行動に資する

よう、警報・注意報を市町村毎に発表するなど防災

気象情報のվળを進めてきました。

　一方、市町村の合ซによる広域化、ICT 技術の進展等、防災気象情報を取りרく環境は大きく変化し

てきています。このような中、最近の災害により新たな課題も明らかになっています。

　これらのことから、ᶃとᶄの検討会の提言も踏まえつつ、気象庁の防災気象情報が地方公共ஂ体の防

災活動や国民の防災行動により一層༗効に活用されるよう、防災気象情報のあり方とվળの方向性につ

いて検討を行うため、学識経験者、地方自治体、報道機関等から構成される「防災気象情報のվળに関

する検討会」を開催しており、平成 25 年 8 月を目్に検討結果をとりまとめる予定です。

　なお、トピックス１で示したように、平成 25 年から重大な災害の発生のおそれがஶしく大きくなった場

合において、特別警報を実施することとしていますが、さらに本検討会の成果をөさせ、注意報・警報・

特別警報等の一連の情報についてより効果的な発表を推進していくこととしています。　

τϐοΫε̐ɹࡂ気象情報のڧԽ
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�はɺ気象υοϓϥʔϨʔμʔͷ؍ଌൣғΛࣔͯ͠ いま͢ɻ

ଌ؍υοϓϥʔϨʔμʔؾ Ϩʔμʔߋ৽උ࣌の༷ࢠ

ɹϨʔμʔはඪߴ 2000N ۙいࢁͷ্ʹ͋ΓɺࡐࢿࣄΛϔϦ
ίϓλʔͰ༌ૹ͢ΔͳͲɺ͠い݅ԼͰͷߋ৽උͱͳΓまͨ͠ɻ
ɹϨʔμʔは 2012  11݄ 15 ɺ੩ԬϨʔμʔは 2012  12
݄ 20ɺ໊Ϩʔμʔは 201�  �݄14ʹɺ気象υοϓϥʔϨʔ
μʔͷඋ͕ྃ͠ɺ؍ଌΛ։ͯ࢝͠ いま͢ɻ

（２）気象υοϓϥーϨーμー؍ଌが
 気象庁では、平成 18 年 3 月の東京レーダーを皮切りに、ॱ次、全国 20 か所の気象レーダーを気象ドッ

プラーレーダーに更新してきました。平成 24 年度には、長野、静Ԭ及び໊瀬に気象ドップラーレーダーを

更新整備し、全国をカバーする気象ドップラーレーダー観測網が完成しました。

　気象ドップラーレーダーは、従来の気象レーダーが持つ降水の強さや分布を観測する機能に加えて、電

波のドップラー効果を利用して雨やઇの動きをଊえることによって、集中߽雨やཽרなどのಥ風をもたらす

積ཚ雲内෦の風の向きや強さを立体的に観測することができます。

　気象ドップラーレーダーの風の観測データは数値予測モデルの基ૅデータとして利用しており、きめ細か

な降水の監視・予測に役立っています。また、ཽר等ಥ風の予測に༗効なメソサイクロン（発達した積ཚ

雲の中に発生する直ܘ数キロメートルからे数キロメートルの局地的な低気ѹ）の検出にも活用しており、

大雨やཽר等ಥ風に対する監視・予測機能が強化されました。気象庁では、引き続き、観測データ処理

の高度化を図りつつ「降水ナウキャスト」などの気象情報のさらなる精៛化と精度向上を目指します。

τϐοΫε
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ϫʔΫγϣοϓࢀՃऀʹΑΔ࣮श ϫʔΫγϣοϓٛߨ

ˎ気象ଌݕثఆݧࢼηϯλʔ（ͭ͘）はɺ8.0ୈᶘ۠ͷ۠ଌثηϯλʔ（3FHJPOBM�*OTUSVNFOUT�$FOUSF��3*$）ͷׂΛ୲ͬͯいま͢ɻ
3*$ ͭ͘Ͱはɺಉ֤۠ࠃͷॴ༗͢Δ気象؍ଌج४ثͷ校ਖ਼ɺ気象ଌثͷอक校ਖ਼ʹؔ͢Δٕज़తࢦಋΛͯͬߦいま͢ɻ

　世界各国の気象機関では、リアルタイムで૬ޓに観測データを交換していますが、్上国から観測デー

タが安定的に通報されないことや、通報された観測データの質にもしばしば問題があり、そのվળが国

際的な課題となっています。

　毎日の天気予報や気ީ変動の監視などを支える高質の気象観測データを得るためには、精度の確か

な気象測ثで統一された方法で観測を行うとともに、観測機ثのҡ持理を行う高いઐ知識を༗する

技術者のཆ成が欠かせません。このため、世界気象機関（8MO）は、アジア地区の気象観測データの

質理能力強化のためのパイロットプロジΣクトを推進しています。気象庁は、そのコーディネータとして、

地区内の気象データの質վળに不可欠な気象測ثの校正と保क技術の向上にݙߩしてきました。

　今回、この取り組みに対するフォローアップとして、気象庁は、8MOとの共催で、平成 25 年（2013 年）

2 月19 日から22 日にかけて、「気象測ثの校正及び保कに関するワークショップ」を気象庁（東京）及び

気象測ث検定試験センター（つくば）* において開催しました。8MO では、気象機関以外の観測データも

ؚめた様々な観測システムを統合し、より効率的・効果的な観測網の実現を目指し、8MO 統合全ٿ観

測システム（8MO Integrated GloCal OCserWing System：8IGOS）を推進しており、この活動は、アジ

ア地区の実施計ըにもݙߩするものです。

　ワークショップには、アジア域の14 カ国から気象測ثのҡ持理業務に従事している実務者が参加し、

気象測ثの保कと校正に係るٛߨと実शを行いました。気象庁では、本ワークショップを通じて得られた

各国における校正や保कの現状と問題点を踏まえ、引き続き、アジア域の気象測ثの保क・校正技術の

さらなるվળに取り組み、8MO のアジア域での観測データの質向上に係る活動の一層の推進を図って

いきます。

τϐοΫε̑ ɹΞδΞҬの؍ଌଌثのߍਖ਼ٴͼอकཧのॆ࣮ʹ
ɹɹɹɹ͚ͯ������ɹʙࡍࠃϫʔΫγϣοϓΛ։࠵ʙ
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৽͍͠ܯใɾҙใのྨとɺ؍ଌใのൃද༰

৽͠いܯใɾҙใͷྨͱɺͦΕΒͷൃද࣌ʹ༧͞ΕΔͷ͞ߴ؍ଌΛͲͷΑ͏ʹද͢ݱΔ͔Λࣔ͢ɻ

（１）ܯ報のվળ
　気象庁は、「平成 23 年（2011 年）東地方ଠ平༸ԭ地震」によるਙ大な津波被害を踏まえ、༗識者

や防災関係機関等からなる「東地方ଠ平༸ԭ地震による津波被害を踏まえた津波警報վળに向けたษ

強会」を開催し、同年 9 月、「東地方ଠ平༸ԭ地震による津波被害を踏まえた津波警報のվળの方向

性について」をとりまとめました。さらに、「津波警報の発表基४等と情報文のあり方に関する検討会」を

開催して津波警報等の内容の具体的なվળ策を検討し、平成 24 年 2 月、「津波警報の発表基४等と情

報文のあり方に関する提言」をとりまとめました。これらの結果に基ͮき、平成 25 年 3 月 7 日正ޕから、

新しい津波警報の運用を開始しています。

ᶃ�ܯใͷൃදͱ༧͞ΕΔͷ͞ߴͷ۠

　津波警報・注意報は、地震のنをもとに地震発生後̏分程度で発表しますが、マグニチュード８を超

えるような巨大地震では、正確な地震のنを即時に推定できず、過খにධ価してしまう可能性がありま

す。そのため、気象庁は、地震のنが過খධ価されている可能性を速やかに判定し、その可能性が確

認された場合は、地震が発生したւ域で想定される最大ڃの津波予想を用い、安全サイドに立った津波

警報の第一報を発表します。その後、正確な地震のنを算出し、より確度の高い津波警報に更新します。

　予想される津波の高さは、その高さが大きいほどࠩޡが大きくなることや、被害との関係を踏まえて、վ

ળ前の８段階から̑ 段階に集約し、各区分の高い方の値で発表します（例：高さ予想が̏ʙ̼̑ の場合は「̑

」̼と発表）。想定される最大ڃの津波予想を用いる場合は、最初に発表する大津波警報や津波警報では、

「巨大」や「高い」という言༿で発表してඇ常事ଶであることを伝えます。その後、正確な地震のنが

分かった時点で津波警報を更新し、予想される津波の高さも数値で発表します。

ᶄ�؍ଌʹؔ͢Δใ

　津波観測に関する情報では、第 1 波の到達時刻と初動に加え、観測された最大波を「これまでの最大波」

の表現で発表しますが、観測値が予想される津波の高さより大幅に低い間は、安心情報と受け取られな

いよう「観測中」と発表します。また、新たに「ԭ合の津波観測に関する情報」を設け、ԭ合で津波が観

測された事実をいちૣく伝えるとともに、ԭ合の津波観測値に基ͮいてԊ؛での津波の高さ等を推定し、

津波警報を迅速に更新します。これらの観測値・推定値についても、Ԋ؛での観測と同じように、一定の

基४をຬたすまではԭ合の観測値を「観測中」、Ԋ؛の推定値を「推定中」という言༿で発表します。

τϐοΫε

τϐοΫε̒ ɹɾ情報のߴԽʹ͚ͨಈ͖
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質  問  箱

　波ܯใҙใをൃ表しͨࡍ、波の౸ୡ༧ࠁ࣌༧͞れる波の͞ߴもซͤてൃ表します。৽
しい波ܯใͰは、この༧͞れる波の͞ߴをͰはな͘、「ڊ大」「ߴい」とい͏ݴ༿Ͱൃ表する߹
が͋ります。�
　マάχチϡーὑをえるΑ͏なڊ大地がൃੜしͨ߹は、̏ఔͰ地のنをਖ਼֬にٻΊる
ことがͰきないͨΊ、ͦ の海Ҭに͓͚る࠷大ڃの波をఆして波ܯใのୈҰใをൃ表します。このと
き、ඇৗࣄଶͰ͋ることを؆ܿにえるͨΊ、༧͞れる波の͞ߴを「ڊ大」ʢ大波ܯใの߹ʣ、「ߴい」
ʢ波ܯใの߹ʣとい͏ݴ༿Ͱൃ表します。�
　このΑ͏に「ڊ大」とい͏ݴ༿をͬて大波ܯใがൃ表͞れͨ࣌は、౦ຊ大ࡂクϥεの波がऻ
͏Α͏なඇৗࣄଶͰすのͰ、ͨ ͩͪにͰきるݶりߴいॴආしてͩ͘͞い。��
大地がൃੜしͨ߹Ͱも、地ൃੜ͔Β̍̑ڊ　 ΄どͰਖ਼֬な地のنをѲし、༧͞れる波
の͞ߴをͰൃ表しな͓します。まͨ、ڊ大地Ͱはな͘、地ൃੜ͔ޙΒਖ਼֬な地のنが͔
ͬͨ߹には、ॳΊ͔ΒͰൃ表します。このΑ͏に波の͞ߴがͰൃ表͞れͨ߹Ͱも、波は
ඇৗにڧいྗͰ人をԡし流しますのͰ、波ܯใがൃ表͞れͨ࣌には、ඞͣආしてͩ͘͞い。

ܯใͰʮڊେʯとൃද͞ΕΔのͲΜͳと͖ʁ
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質  問  箱

　ԭ߹Ԋ؛の波؍ଌࢪઃͰ波が؍ଌ͞れͨ࣌には、ͦ の͞ߴࠁ࣌を؍ଌใとしてൃ表しま
す。波の؍ଌใは、波が౸ୡしͨとい͏࣮ࣄをえる大なものͰす。し͔し、大きな波が༧
͞れているな͔Ͱ、౸ୡしͨ波のୈ�波の͞ߴが「���̼」Ͱ͋ることをえることは、ࠓ回の波
がখ͞いとい͏҆ͨͬޡ心ײを༩えてしま͏͓ͦれが͋ります。�
　こ͏しͨこと͔Β、؍ଌ͞れͨ波が༧Αりもेにখ͞い߹は、をൃ表ͤͣ「؍ଌ中」と
ൃ表します。波は܁りฦしऻͬてきて、͋ と͔Βདྷる波のํがߴい߹もଟ͋͘ります。「؍ଌ中」と
ൃ表͞れͨ࣌は、すͰに波が؍ଌ͞れているものの、これ͔Βߴい波が͘るՄੑが͋ることをࣔ
しています。ܾ して༉அͤͣ、̓ 全なॴをれないͰͩ͘͞い。

˙�の؍ଌใのʮ؍ଌதʯとʁ

τϐοΫε
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質  問  箱

　ฏ����݄̓࣌����ࡾ、ࠒԭͰマάχチϡーυ���の地がൃੜし、波が؍ଌ͞れまし
。ࠨͨ ্のਤはͦのときのைҐ波ܗͰす。࣌、気象ிͰは、Ԋ؛の波؍ଌܭ、��キロϝーτϧఔ
まͰのԭ߹にઃஔ͞れͨ(14波࿘ٴܭͼͦれΑりԭ߹にల։͞れͨਫѹܭを༻いて波をࢹし
て͓り、このときは、ԭ߹��キロϝーτϧに͋るٶۚ՚ࢁԭ(14波࿘ܭͰ࣌����に波の౸ୡ
をݕしͨ࣌��、ޙ��に���ϝーτϧの͞ߴの波を؍ଌしましͨ。Ұํ、Ԋ؛のੴࢢר҂の波
����に࣌��、しݕ��に波の౸ୡを࣌��Αり�いܭԭ(14波࿘ࢁۚ՚ٶ、ଌͰは؍
ηϯチϝーτϧの͞ߴの波を؍ଌしましͨ。
　このΑ͏に、ԭ߹の波؍ଌ地Ͱは、いͪૣ͘波のདྷऻをとΒえることがͰきます。気象ிは、
ԭ߹の؍ଌͰ波を؍ଌしͨ߹、ԭ߹Ͱの؍ଌ、ਪఆ͞れるԊ؛Ͱの波の౸ୡࠁ࣌ɾ͞ߴを
ൃ表する͚ͩͰな͘、༧Αりߴい波がਪఆ͞れる߹の波ܯใのߋ৽に׆༻しています。
　し͔し、ਝな波ݕに༗ޮなҰํ、ҙしな͚れい͚ないことも͋ります。Ұൠに、ԭ߹Ͱの
波の͞ߴの؍ଌは、Ԋ؛に͓͚る؍ଌΑりখ͘͞なります。これは、波には、Ԋ؛にۙͮ͘にͭれ
てͦの波ߴが૿してい͘ੑ࣭が͋るͨΊͰす。ͦ のͨΊ、ԭ߹Ͱ؍ଌ͞れͨ波がখ͞い͔Βといͬて
҆心してはい͚まͤΜ。もͬと大きな波が౸ୡするとͬࢥてߦಈすることが大Ͱす。まͨ、いͪૣ͘
波をとΒえるとはいえ、ԭ߹の波؍ଌ地͔ΒԊ؛まͰ、波はす͙にͬてきます。ԭ߹Ͱ波
が؍ଌ͞れるのをͨͣ、ڧい༳れऑ͘てもい༳れをͨ͡ײり、波ܯใをݟฉきしͨりしͨΒ
す͙にආを։࢝するඞཁが͋ります。
　な͓、気象ிは、౦地ํの͞Βにԭ߹に̏جのϒΠࣜ海ఈ波ܭをઃஔし、ӡ༻を։࢝しましͨ。
ӈ্にͦのஔਤをࣔします。これにΑり、ຊ海ߔۙͰൃੜしͨ波をΑりਝにݕͰきること
がظ͞れます。

2012  12 ݄ 7 ʹɺٶۚ՚ࢁԭ (P4 ࿘ܭɺٴͼੴ
ɻ̨ܗଌ͞Εͨ؍Ͱܭଌ؍҂ࢢר は౸ୡࠁ࣌
Λࣔ͢ɻԭ߹ʹઃஔ͞Εͨ (P4 ࿘ܭͰɺΑΓૣ͘؍ଌ
͞Εͨ͜ͱ͕͔Δɻ

12 ݄ 7 ࣌ͷ౦ํͷ؍ଌ（ ɿ̝Ԋ؛ͷ؍
ଌܭɺ̨ɿ(P4 ࿘ܭ）ͱɺͦͷޙӡ༻Λ։ͨ࢝͠ϒΠࣜ
ւఈܭ（ʴ）ɻݯΛʷͰࣔ͢ɻ

ԭ߹とԊ؛Ͱ؍ଌ͞Εͨܗ
ʢ���� ��݄̓ʣ ౦地ํの؍ଌ

˙�ԭ߹Ͱ؍ଌ͞ΕΔͲΜͳಛ͕͋Δのʁ
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質  問  箱

　気象ிͰは、地がൃੜしͨ࣌は地の
ൃੜॴʢݯʣ地のنʢマάχチ
ϡーυʣをଈ࠲にਪఆし、波にΑるࡂ
のൃੜが༧͞れる߹には、地ൃੜ͔
Β̏Ͱ波ܯใ波ҙใをൃ表し
ます。し͔し、波の͞ߴをਖ਼֬に༧す
るには、ݯマάχチϡーυ͚ͩͰな͘、
地にΑるஅのͣれのきஅのಈい
ͨྖҬなどをղੳするඞཁが͋り、地ൃ
ੜޙ̏ͰはこれΒをղੳすることはͰ
きまͤΜ。
　ྫえ、ݯとマάχチϡーυがಉ͡地
Ͱも、海ఈのஅのͣれのきにΑͬて、
ൃੜする波の大き͞はҟなͬてきます
ʢӈ্ਤʣ。まͨ、அのಈいͨྖҬにΑ
り波のൃੜするॴがҟなるͨΊ、֤ 地
に౸ୡする波の͞ߴがҟなͬてきます
ʢӈԼਤʣ。
　このͨΊ、波ܯใ波ҙใは、地
ൃੜޙのݶΒれͨσーλをもとにՊֶ
తに͋りಘる࠷大のݥةをえる༰Ͱ
ൃ表します。ͦ の݁Ռとして、࣮ の波ࡍ
Αり大きΊの༧ଌとなる߹波が؍ଌ
͞れない߹が͋ります。
　波のདྷऻ࣌には、波をݟて͔Βආ
をஅしͨのͰは໋を守れまͤΜ。波ܯ
ใがൃ表͞れͨ߹は、波がདྷऻするՄ
ੑがߴいこと、波はにݟえて͔ΒͰ
はආがؒに߹Θないことをेཧղして
࣮֬にආߦಈをとることがॏཁͰす。
波ܯใがൃ表͞れͨΒඞͣߴなどආ
し、波ҙใがൃ表͞れͨΒඞͣ海͔
Β্がͬて海͔؛Βれてͩ͘͞い。

ʹΑΔւఈͷஅͷͣΕ্͕Լํͷ߹ɺͦͷ্ͷւਫ্͕͓͠
͛ΒΕେ͖ͳ͕ൃੜ͢Δɻ

ʹΑΔւఈͷஅͷͣΕ͕ԣํͷ߹ɺେ͖ͳはൃੜ͠ʹ͘
いɻ�

ݯϚάχνϡʔυ（̢）͕ಉ͡ͰɺஅͷಈいͨྖҬʹΑΓ
ͷൃੜॴ͕ҟͳΔͨΊɺ֤ʹ౸ୡ͢Δͷ͕͞ߴҟͳͬͯ͘Δɻ

地ʹΑΔஅのͣΕの͖と
ൃੜすΔのେ͖͞

のൃੜॴと֤地ʹ౸ୡすΔの͞ߴ

˙�ܯใ͕ൃද͞Ε͕ͯこͳ͍こと͕͋Δのͳͥʁ

τϐοΫε
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コラム

˙�ൃܒࡂϏσΦʮ͔Βʹ͛Δʯɺʮʹඋ͑Δʯ
　౦ຊ大ࡂͰは波ڭࡂҭ波͔ΒのҰ人ͻとりの自ओతなආのॏཁੑが明Β͔に
なͬͨこと͔Β、気象ிͰは、ֶ にؔΘるࣝをޮՌࡂใ波ܯ৫Ͱ波ࡂ自ओߍ
తにֶるΑ͏、̎ छྨの波ൃܒࡂϏσΦ、「波͔Βに͛る」ʢখֶੜ͚ʣと「波にඋ
える」ʢ中ֶੜҎ্͚ʣを࡞し、全ࠃのখ中ֶٴߍͼߴֶߍͦのଞؔػؔࡂ
し ま し ͨ 。֤ 地 の 気 象  ͔ Β の ି ग़ も ߦ ͬ て ͓ り 、気 象 ி ϗ ー Ϝ ϖ ー δ
（http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/public.html）Ͱもެ։していますのͰ、ͥͻֶߍ地
ҬͰ͝׆༻ͩ͘͞い。

˓ʮ͔Βʹ͛Δʯʢখֶੜ͚ɺຊฤ��ʣ
　ຊฤはᶃ౦ຊ大ࡂに͓͚る波ආのΞχϝーγϣϯ、ᶄආしͨઌੜとੜెのΠϯλϏϡ
ー、ᶅ波のࣝのクΠζ、ᶆ地Ҭのࡂマッϓの࡞、の̐ͭのύーτに͔れて͓り、波͔
Β自Βஅしてආすること、͔ࠒΒඋえて͓͘ことの大͞をڙࢠͰもきͣに͔りす͘
ֶるとಉ࣌に、波ආに大なࣝもし͔ͬりֶͿことがͰきます。͞Βに、तۀͰ׆༻し
すいΑ͏、ϏσΦࢹௌޙに༰をৼりฦͬͨりࣝをิ͏ϋϯυϒック、クΠζの༰などを
ৄし͘説明しͨઌੜํ͚のղ説ϏσΦも࡞しましͨ。ࢿྉूʢ��ʣには、波の࣮ݧө
૾、ආ܇࿅のө૾、波にؔするੴൾաڈのඃө૾がऩΊΒれて͓り、ඞཁにԠ͡て͞Β
にࣝをิ͏ことがग़དྷます。খֶ͚ͩߍͰな͘中ֶߴ、ߍֶߍͰも׆༻いͨͩいていま
す。

˓ʮʹඋ͑ΔʯʢதֶੜҎ্͚ɺຊฤ��ʣ
　ຊฤはલͰ波ൃੜのし͘ΈಛをཧղすることͰ波にඋえ、ޙは波͔ΒどのΑ͏に
ආする͔をͬてඋえるとい͏ߏͰす。波のಛをるύーτͰは、波はなͥڪΖしいഁ
յྗをͭ࣋の͔、な͔ͥޙΒߴい波がऻͬてདྷることが͋るの͔などを$(γϛϡϨーγϣϯө
૾にΑりΘ͔りす͘ཧղするこ
とͰ、໋を守るͨΊには波͔Βਝ
にආするඞཁが͋ることをֶ
ます。ආのํ๏をるύーτͰ
は、ڧい༳れͰは波ܯใをまͨͣ
にආがඞཁなこと、ऑ͘ても͘
Ώͬ͘り༳れͨ߹は大きな波が
ऻ͏Մੑが͋ることなどを、体ݧ
ऀのΠϯλϏϡーなどͰΑりۙに
ྉूࢿ。ながΒཧղͰきます͡ײ
ʢ��ʣにऩΊΒれͨ、৽しい
波ܯใの༰ղ説、地ҬͰの波
に͓ͪいりࡍのऔりΈ、ආのࡂ
すい心ཧのղ説などは、ࡂにؔ
するऔりΈのॿ͚となります。ֶ
。ྉͰすࢿしてい͚ͨͩる༺׆ಈにऔりΉํʑにも༗ޮに׆ࡂͰな͘、地ҬͰ͚ͩߍ

ൃܒࡂϏσΦʮ͔Βʹ͛Δʯの γ̍ʔϯ
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༺׆ͰのϏσΦのߍֶ˓
　͞れͨϏσΦを׆༻しͨࡂतۀ
ΘれていまߦͰࠃ࿅のऔりΈも全܇ࡂ
す。
ҭҕһձと気ڭͰはฏ��にݝॏࡾ　
象が࿈ܞしֶͨߍڭࡂҭのࢧԉのҰ
として、気象৬һݝの୲ऀにΑるࡂ
にؔするतۀがߦΘれましͨ。海のۙ͘のখ
ۃのい͔͚にもੵޙͰは、ϏσΦؑߍֶ
తにखを͛ڍ、波の࣮ݧө૾にڻきのを
্͛るなど、ൃ׆なतۀがߦΘれましͨ。

ۀतࡂͰのߍொཱେཎখֶ໌܊ؾଟݝॏࡾ

τϐοΫε
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（２）पظಈにؔ͢Δ情報のൃදに向けて
　巨大地震に伴って発生する長प期地震動により、प期数秒からे数秒のݻ༗प期を༗する高層ビルや、

ੴ༉タンク、長大ڮྊ等の長大構造物等において大きな揺れが生じるとݒ೦されています。「平成23年（2011

年）東地方ଠ平༸ԭ地震」では、大都市ݍに立地する高層ビル内で、ॄث等がస・移動するといっ

た被害が発生しました。

　気象庁は、地震発生後直ちに震度に関する情報を発表していますが、震度はप期数秒以下の地震動を

処理して用いているため、長大構造物内の揺れの大きさや被害の程度を表現出来ない、という課題があ

ります。長大構造物を༗する地域における人的・物的被害のૣ期把握や、迅速かつ的確な災害応急体制

の確立等を支援するためには、観測された地震動から長大構造物における揺れの状況を迅速に分析し、

被害発生の可能性等についてධ価し、一般の方や防災関係機関に揺れの大きさや特等を分かりやすい

情報として発表することが༗効であると考えられます。

　このため気象庁は、平成 23 年度、༗識者や防災関係機関等からなる「長प期地震動に関する情報の

あり方検討会」を開催し、長प期地震動に関する情報の役割や内容の基本的な考え方等についての検討

を行い、平成 24 年 4 月報告書をとりまとめました。

　さらに平成 24 年度には、「長प期地震動に関する情報検討会」を開催して情報の内容について具体的

な検討を行い、平成 25 年 3 月より長प期地震動に関する観測情報を気象庁 )P上で試行的に発表して

います。この情報では、長प期地震動が観測された地域や、観測点毎の長प期地震動の揺れの大きさ、

波形データ等の詳細な情報をお知らせしています。

पظಈにؔ͢Δ情報（気象ி )1）
　

पظಈͷ؍ଌ͞ΕͨҬ（্ਤ）ͱ؍ଌຖͷ༳Εͷେ͖ （͞Լਤ）
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質  問  箱

　地がൃੜすると༷ʑな周ظをͭ࣋༳れʢ地ಈʣがൃੜします。周ظ地ಈは、ඵ͔Βेඵ
ͰΏͬ͘り܁りฦすい周ظの地ಈのことͰ、マάχチϡーυが大きい地΄ど周ظの波を͘ڧग़
します。周ظ地ಈは、い周ظの波にൺてݮਰしに͘いͨΊ、ԕ͘まͰΘるੑ࣭が͋り、大
ଓ͘༳ؒ࣌地ಈは૿෯͞れ、大き͘てظのฏをް͘෴ͬているॊΒ͔いଯੵに͓いて、周ࢢ
れを࡞りग़します。
　౦ژ、大ࡕ、໊ ྊڮϏϧੴ༉λϯク、大ߴをड͚るڹ地ಈのӨظには、周ࢢの大ݹ
の大ߏがଟཱ͘地しています。ಛにۙ、大ࢢ圏を中心にॅډのߴԽがਐΈߴ、 Ϗϧに
。ߴする人はʑ૿Ճしていますؔ Ϗϧは、周ظの༳れにڞৼしすいݻ༗周ظʢ༳れすい周
。༳れますؒ࣌Ί、Ϗϧが大きͨͭ࣋͘ʣをظ
　「ฏ��ʢ����ʣ౦地ํଠฏ༸ԭ地」Ͱは、周ظ地ಈにΑりट圏のߴϏϧͰ、大
きؒ࣌͘༳れଓ͚、Ո۩ॄثがసɾҠಈしͨり、ΤϨϕーλのোがൃੜしましͨ。まͨ、ݯ
͔Βԕ͘れͨ大ࢢࡕのߴϏϧͰも周ظ地ಈにΑる大きな༳れがൃੜし、ΤϨϕーλのఀࢭ
ด͡ࠐΊ、ࡐのഁଛがੜ͡ましͨ。まͨ、「ฏ��ʢ����ʣे উԭ地」Ͱは、ԝ͔Β
���キロϝーτϧれͨখࢢͰ周ظ地ಈにΑるੴ༉λϯクのՐࡂがൃੜする、周ظ
地ಈಛ༗のඃがൃੜしています。

ʮฏ 2�（2011 ）౦ํଠฏ༸ԭʯͰɺ౦ژͷߴϏ
ϧͰपظಈʹΑΔେ͖ͳ༳ΕΛ؍ଌ

ʮฏ 15（200� ）े উԭʯͰɺখࢢͰपظಈʹ
ΑΔੴ༉λϯΫͷՐൃ͕ࡂੜ

౦ژのߴϏϧのঢ়گʢ����݄̏��ʣ খࢢのੴ༉λϯΫՐࡂʢ����݄̕��ʣ

˙�पظ地ಈͲΜͳ߹ʹ؍ଌ͞ΕΔのʁ

τϐοΫε
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　平成 23 年ʙ 24 年にかけて、中ԝ防災会 （ٞ会長：内ֳ総理大ਉ）において、防災基本計ը（火山

災害対策編）が大幅にվ定され、火時や火の前兆現象が現れた場合の火警報（火警戒レベル）

に応じた避難ק告や入山ن制等の防災対応は、「火山防災ٞڠ会」（都道府ݝ、市町村、気象台、砂防

෦局、火山ઐ家等で構成）において共同で策定する避難計ըに基ͮき実施することと明確に定められ

ました。

　これを受けて気象庁では、各火山の地元の気象台から関係機関にಇきかけて火山防災ٞڠ会の設置

や開催を推進し、火山災害から登山者や住民の生命をकるための取組み（火シナリオ、火山ハザード

マップ、火警戒レベル、避難計ը、

防災マップ、防災܇࿅等の作成や

実施）を火山防災ٞڠ会の場で

地元関係機関と共同で進めていま

す。

　具体的な動きとして、士山で

は、平常時から火時の避難計ը

等を策定することを目的として、山

སݝ、静Ԭݝ、ਆಸ川ݝの̏ݝと

पล市町村、国の機関、火山ઐ

家等の 58 機関（気象庁本庁、

東京区気象台、ߕ府・静Ԭ・横

地方気象台をؚむ。）が参加し、平成 24 年（2012 年）6 月 8 日に「士山火山防災対策ٞڠ会」を

設立しました。設立に当たっては、同ٞڠ会が防災基本計ըに基ͮく避難の共同検討体制としてे分に

機能するように、ࡩౡの火山防災ٞڠ会の特である、以下の４つの条件をຬたしたن約が合意されて

います。

の４つの特（ౡ爆発災害対策連བྷ会ٞࡩ）会ٞڠౡの火山防災ࡩ　　

　˓ 火山防災ٞڠ会が「ݝの地域防災計ը」（災害対策基本法第 40 条）に基ͮき、設置されている。

　˓ 火山防災ٞڠ会が、市町村長に対して「避難対象地域をॿ言」する役割を担っている。

　˓ 避難時期・避難対象地域の技術的な検討を行う「コアグループ会ٞ」が設置されている。

　˓ コアグループ会ٞに「火山ઐ家」が正式な構成員として参ըしている。

　士山の火時に想定される火山現象の及Ϳൣғはෳ数の市町村にまたがっており、段階的な避難計

ըを、共同で検討しています。避難計ը策定後、̏ݝ合同の避難܇࿅が実施される予定です。

τϐοΫἐ ɹՐࢁʹؔ る͢情報のߴԽͱࡂରԠ

Րࢁ防災ٞڠձとίΞάϧーϓ
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コラム
˙�৽ׁমࢁՐࢁٞڠࡂձのこΕ͔Β

　৽ׁমࢁͰは、ฏ��ʢ����ʣ�݄͔ΒՐܯռϨϕϧのӡ༻が
։࢝͞れ、Ր࣌のೖ੍نࢁආのࡂରࡦの֨ࠎがいましͨ。ま
ͨ、جࡂຊܭըのվఆをड͚ͨݝ地Ҭܭࡂըにͮ͘جՐࢁٞڠࡂ
ձにͭいても、ࢢொଜ、ࠃのؔػ、ઐՈٴͼؔؔػのྗڠをಘてฏ
��݄̍にൃし、૯߹తなՐࢁࡂରݕࡦ౼のͨΊのثがͰきͨと
こΖͰす。
　Ҿきଓき、ՐࢁٞڠࡂձとしてઐՈのઌੜํもؚΊͨߏһが「إ
のݟえるؔ」をߏஙし、Րࡅ流ట流などのՐ͔ࡂࢁΒॅຽのੜ໋を
守るͨΊの࣮ફతなආܭըのࡦఆ߹ಉ܇࿅の࣮ࢪにڞ、͚ಉͰ
औりΜͰいきͨいとߟえています。

৽ׁݝہࡂاࡂը՝
ඌاࡦըһ

　さらに、平成 25 年（2013 年）1 月 16 日には、新ׁম山（新ׁݝのڕࢳ川市とົ高市にまたがり、

長野ݝのখ୩村にも危険を及ぼす火山）の火時の避難計ըを検討する「新ׁম山火山防災ٞڠ会」

が、新ׁ・長野྆ݝのもとで設置されました。士山と同じく、ࡩౡの火山防災ٞڠ会の４つの特

も取り入れられています。さらには同ٞڠ会の下෦組織としてコアグループ会ٞのほか「避難計

ը検討ワーキンググループ会ٞ」と「緊急調査・緊急対応ワーキンググループ会ٞ」の２つの会ٞ

が設置され、防

災・砂防関係機

関の緊密な連携

のもと、ソフト

とハードのバラ

ンスのとれた火

山防災対策を共

同で推進する体

制がとられてい

ます。

　火山防災ٞڠ

会でのこうした

共同検討は、地

域の関係者の間

で「إの見える関係」（૬手がܾめることについてもおޓいに意見を言い合える信པ関係）と「防災

対応のイメージ共༗」（火警戒レベルに応じた具体的な防災対応についての認識の共༗）を確立す

ることにつながり、火時等には関係機関が、組織をӽえたチームワークを発شして防災対応をと

ることが可能となります。

τϐοΫε

Րࢁ防災ٞڠձとίΞάϧーϓ
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���ౡେਖ਼Ր͔Βࡩ（２） 
˓は͡Ίʹ

ౡはೆभのѬ良（あいら）カルデラ（ೆࡩ　 17km、東西 23km）のೆԑ෦に位置する安山ؠʙデイ

サイトの成層火山で、ַ、中ַ、ೆַの̏ๆと側火山からなり、人ޱが

密集するࣛࣇౡ市の市街地に近接しています。ྺ 時代に、「天平ๅ字」、「文࢙

明」、「安Ӭ」、「大正」の４大火が発生しています。これらの大火はす

て山ෲ火で、火山փの出から火が始まり、火ࡅ流の発生、多量

の༹ؠの流出と推移しました。このうち、大正̏年（1914 年）の大正火

は、我が国が 20 世لに経験した最大の火山火で、来年（平成 26 年）

１月には 100 प年をܴえます。

˓େਖ਼େՐ

　大正̏年（1914 年）１月12 日10 時̑分西山ෲで、同 15 分には東山ෲ

でܹしい火が始まり、13 日 20 時 14 分には西山ෲで火ࡅ流が発生して

西ࡩౡの集མはমࣦしました。その後、西山ෲと東山ෲから༹ؠ流出が

始まり、東山ෲからの༹ؠ流は瀬ށւڦをຒめ、１月末ࠒ大۱半ౡに達し、

当時ࣛࣇౡにුかͿ火山ౡであったࡩౡは大۱半ౡと続きになりまし

た。火開始から約８時間後の 12 日 18 時 29 分にはマグニチュード 7.1

の大きな地震が発生し、ࣛࣇౡ市街地では家のյ等の大きな被害が

ありました。火による降փは東地方のઋ台まで達しました。この火

による٘ਜ਼者は 58 （໊うち地震による٘ਜ਼者は 29 ໊）でした。

　この火の前年には、पลの地震活動の活発化が見られ、また、火

の 1 ʙ 2 ϲ月前からࡩౡౡ内でもҪށ水の水位低下や火の数日前からは

体にײじる地震が多発しました。村役場はࣛࣇౡ測ީ所（現・ࣛࣇౡ地

方気象台）に火の༗無を問い合わせました。しかし、当時の測ީ所にはچ式の機ց式地震計が１台し

かなく、地震活動の詳細を把握することができず、Ҫށ水等の異常現象は伝わっていませんでしたので、「

火なし」という返答がなされました。大෦分の住民は自らの判断で避難しましたが、測ީ所の言を信用し

た一෦の人たちがಀげれる事ଶをটき、その経Ңは、東ࡩౡখ学校の「ࡩౡ爆発ه೦ൾ」にされて

います。

˓Ր؍ࢁଌɾՐ༧ڀݚͷਐา

　大正火以降ࡩౡは 20 年間を保っていましたが、昭和 10 年（1935 年）ࠒからೆַ山でখن

な火が間欠的に発生するようになり、昭和 14 年ೆַ東ೆ東中ෲ（昭和火ޱ生成）から火が始まり、

昭和 21 年に昭和火ޱから༹ؠを流出する火が発生しました（昭和火）。ࣛࣇౡ測ީ所は、昭和̏年

に当時最新式の地震計（ウィーϔルト地震計）を設置、昭和 14 年の火において、直ちに現地調査を

行っています。昭和 30 年にはೆַ山で火が発生し、ࣛࣇౡ地方気象台では高ײ度地震計による監

視体制が強化され、昭和 35 年には京都大学がࡩౡ火山観測所（現防災研究所ෟଐ火山活動研究センタ

ౡपลのਤࡩ

࢝Ր։ͨݟΒ͔ࢁࢢౡࣇࣛ 25 ޙͷ
Ԏ（ࣛࣇౡཱݝതؗॴଂ）
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ー）を設置、我が国をリードする火山監視・観測研究が行われるようになりました。

　昭和 47 年（1972 年）10 月２日に発生したنの大きな火をܖ機として火山活動がܹ化し、1974 年

ʙ 1992 年まで毎年 500 万ʙ 2000 万トンの多量の火山փが放出されるようになり、農作物等への被害、

交通障害、土ੴ流による被害がස発するようになりました。昭和 48 年「活動火山対策特別ા置法」が

制定され、国としての火山災害対策の取組みが始まりました。ཌ年には、「火山火予知計ը」（文෦省

測地学৹ٞ会建ٞ）も始まり、大学関係の観測体制も強化され、1970 年代末にはࡩౡで発生する爆発

地震や火山性地震・ඍ動の発生メカニズムや火予知の研究が進展しました。1980 年代半ばからは、観

測道や観測Ҫによる地֪変動の観測から、山火の直前にඍখな地൫のོ起・ுをัଊすること

に成ޭしました。水४測量などѬ良カルデラの広域の地֪変動、火直前のඍখな地֪変動などの研究

が継続的に実施され、また、火山体地下の構造୳査により、ࡩౡ・Ѭ良カルデラのマグマཷまりやマグ

マの移動経࿏など地下構造とマグマ供ܥڅと火に至る火山活動のプロセスが次第に明らかになりまし

た。

˓ۙͷࡩౡͷՐࢁࡂମ੍

ౡೆַの火活動はࡩ　 1980 年代にピ

ークをܴえ、出物（大きなੴ、火山れ

き、火山փ、火山Ψス）や爆発時の空振、

二次災害としての土ੴ流により各方面に被

害を及ぼしました。21 世لに入ってから火

山活動はやや低調になってきていました

が、平成 18 年（2006 年）６月に昭和火

からの火が始まり、2008ޱ 年からは爆

発的火をසൟに܁り返すようになりまし

た。2008 年ʙ 2012 年の爆発回数は約

4300 回に達しています。

　平成９年（1997 年）、ࣛࣇౡݝは、地域防災計ըを見直し、警戒区域の設定や住民への避難ק告等に

ついて関係自治体に対してॿ言を行うことを目的として、ݝ、関係市町村、ࣛࣇౡ地方気象台、大۱河川

国道事務所、京都大学等の関係機関で構成される火山防災ٞڠ会「ࡩౡ爆発災害対策連བྷ会ٞ」を設

置しました。平成 18 年（2006 年）6 月の昭和火ޱの火では、火山防災ٞڠ会のॿ言に基ͮき、ೆַ山

火ޱ及び昭和火ޱから２km 以内のൣғについても立入ې止とするા置がなされました。平成19 年（2007

年）12 月から気象庁の火警戒レベルの運用開始（火警報の発表開始）に際しても、火山防災ٞڠ会

における共同検討を通じて、火警戒レベルに応じた段階的な「警戒が必要なൣғ」と「とるき防災対応」

がݝ・市町村の「地域防災計ը」に定められています。また、火山防災マップが整備・配され、大正

火が発生した１月12 日には毎年避難計ըに基ͮく総合防災܇࿅が行われています。こうした火山防災ڠ

ٞ会の活動は、全国の火山防災ٞڠ会のお手本となるものとされています。

　来年、大正火から100 年をܴえるࡩౡは、火山観測・監視、調査研究の推進と火山防災体制の充実

の྆面で、世界をリードする存在と言えます。

τϐοΫε

防災ϚοϓࢁౡのՐࡩ
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ᶃࠃͰ400QQNΛ͑ΔೋࢎԽૉೱΛه

　気象庁の二ࢎ化ૉ観測地点（ؠ手ݝ大ધ市ҁཬ、東京都খּ原村ೆௗౡ、ԭೄݝീ重山܊与

ಹ国ౡ）のうち、ҁཬでは平成 24 年（2012 年）3 月の月平ۉ値（速報値）が、401.2ppm となり、昭和

62 年（1987 年）の観測開始以降初めて400ppm を超える値をهしました。

　二ࢎ化ૉは地ٿ温ஆ化に及ぼす影ڹがもっとも大きな温室効果Ψスです。人間活動に伴う化ੴ೩

料の消අ、セメント生産、林ഁյなど土地利用の変化により、大気中の二ࢎ化ૉೱ度は増加し続

けています。

ᶄւ༸෦ͷਫԹͷظมԽ

　気ީ変動に伴って増加したの多くはւ༸に

蓄積されています。このため、地ٿ温ஆ化の実

ଶを把握するためにはւ༸内෦の水温の変化を

知ることが必要です。過去 50 年以上の世界中

の観測データをもとに解析したところ、ւ面から

ਂさ700 メートルまでの平ۉ水温は過去 50 年以

上にわたって上ঢしていることが分かりました。

ւ༸内෦の水温上ঢに伴って、ւ面水位の上ঢ

もݒ೦されます。この地ٿ温ஆ化に伴うւ༸内

෦の水温の長期変化向について、詳しくは 1

෦ 1 章 3 節（3）のコラムを参照ください。

τϐοΫἑ ɹҟৗ気象ɾٿԹஆԽͱ気象ிのରԠ

ҁཬɺೆௗౡɺ༩ಹࠃౡに͓けΔେ気தೋࢎԽૉ݄ฏۉೱのܦมԽɹ（QQN � ��� ສのҰ）

（੨）ҁཬͷܦมԽɺ（）ೆௗౡͷܦมԽɺ（）༩ಹࠃౡͷܦมԽ

ւ໘͔Βਂ͞700�ϝʔτϧまͰฏͨ͠ۉදਫԹฏࠩɻฏۉฏࠩΛ࣮
ઢɺղੳͷ �5��৴པ۠ؒΛӄӨͰࣔ͠ま͢ɻฏは1��1�͔Β2010�
ͷ �0�ฏۉͰ͢ɻ্ঢͷʶは �5��ͷ৴པ۠ؒΛද͠ま͢ɻ

ւ༸෦のਫԹのظมԽ向
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ᶅۃҬͷ 2012 ՆقͷւණҬ໘ੵ͕؍ଌ࠷্࢙খΛه

　気象庁では、気ީを監視するために、

1978 年から人工衛星のデータを利用し

て、ۃ域やೆۃ域のւණの監視を

続けています。

　2012 年Ն季は、ۃ域のւණ域面

積が観測࢙上最もখさくなりました。

ۃ域のւණ域面積は、例年 9 月ࠒ

খとなります。春からՆにかけւණۃ

が解けてւණ域面積がݮってゆき、例

年 8 月に入るとւණ域面積のݮগ速度

がಷりますが、2012 年 8 月は月を通じ

てւණ域面積の急速なݮগが続きまし

た。8 月19 日に、これまでの最খだっ

た 2007 年のه（431 万平方キロメートル）を下回り、9 月 15 日にはւණ域面積は観測࢙上最খの

336 万平方キロメートルとなりました。

　ۃ域のւණ域面積は長期的にݮগしています。特にՆ季のւණ域面積のݮগがݦஶで、気ީ変動

に関する政府間パネル（IPCC）は、第 4 次ධ価報告書で地ٿ温ஆ化との関連を指摘しています。2012

年Ն季のݦஶなւණݮগは、こうした長期的なւණ域面積のݮগに加え、ւණ域面積をݮগさせる気象

条件が重なった結果と考えられます。

τϐοΫε

ۃҬのւණҬ໘ੵの࠷খのܦมԽ

੨৭ͷંΕઢはɺۃҬͷւණҬ໘ੵͷ࠷খͷܦมԽɺഁઢはมԽ
Λࣔ͢ɻ

57



ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

（２） ଠฏ༸に͓けΔւ༸ੑࢎԽ
　ւ༸は、人間活動によりഉ出された二ࢎ化ૉの約 3 分の 1をٵ収することにより、大気中の二ࢎ化

ૉೱ度の増加を制し、地ٿ温ஆ化の進行を؇和しています。しかしながら、ւ༸に蓄積された二ࢎ

化ૉが増えつͮけることにより、ւ༸がࢎ性化（水ૉイオンೱ度指数（p)）が低下）している可能性

が指摘され、近年注目されています。ւ༸ࢎ性化が進行すると、ւ༸の二ࢎ化ૉٵ収能力が低下し、

大気中にる二ࢎ化ૉの割合が増えるため、地ٿ温ஆ化を加速する可能性があります。またւ༸ࢎ性

化の進行は、プランクトンやサンΰ等の成長を્害してւ༸の生ଶܥに大きな影ڹを与える可能性があり、

水産業や、サンΰ等に依存する観光産業に打ܸを与えるなど、経済活動への影ڹもݒ೦されます。

　気象庁では地ٿ温ஆ化やւ༸ࢎ性化の状況を把握すく、西ଠ平༸を対象に長期にわたり継続し

てւ༸気象観測ધによるւ༸観測を実施しています。その観測データをもとに、西ଠ平༸ւ域（東経

137 度線上のҢ 3 度ʙ 34 度）の表面ւ水中におけるւ༸ࢎ性化の状況について解析を行いました（下

図）。その結果、東経 137 度線にԊったւ域では、観測を行っているすてのҢ度帯においてp) が 10

年あたり約 0.02 低下し、ւ༸ࢎ性化が進行していることが分かりました。

　今回の解析結果をもとに、気象庁は、平成 24 年（2012 年）11 月に国内で初めてւ༸ࢎ性化に関す

る定期的な情報の提供を開始しました。この情報は、水温やւ流などのւ況情報や、地ٿ温ஆ化に関

わるւ༸の長期変動についての情報などとともに、ホームページ「ւ༸の݈߁断表」（http://XXX.

data.kishou.go.jp/kaiyou/shindan/index.html）を通じて公開しています。

ଠฏ༸に͓けΔද໘ւਫதのւ༸ੑࢎԽのঢ়گ

౦ܦ 1�7 ઢͷҢ 1020�0 ʹ͓͚Δද໘ւਫதͷਫૉΠΦϯೱࢦ（Q)）ͷظมԽ（ࠨਤ）ͱɺղੳର象ւҬ（ӈਤ）ɻਤதͷࣈは
10 ͋ͨΓͷ Q)ͷมԽɻQ)ͷ͕ ͳ͘Δ΄Ͳɺʮւ༸ੑࢎԽʯ͕ਐͯ͠ߦ いΔ͜ͱΛࣔ͢ɻɹ
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（３）ຊۙのৄࡉなٿԹஆԽ༧ଌΛެද
　大気中の温室効果Ψスೱ度の増加に伴って、世界نでの気温やւ水温の上ঢ、降水量の変化が予

測されています。地ٿ温ஆ化による影ڹのධ価や対策について検討するための基ૅとなる資料として、

国や地域نで見た詳細な気ީ変化予測が必要です。気象庁は、地ٿ温ஆ化が進行した将来における

我が国の気ީ変化について、日本ྻౡのෳ雑な地形の影ڹ等を考ྀした気ީモデルで新たに予測し、そ

の結果をとりまとめて「地ٿ温ஆ化予測情報第 8 。として公表しました「ר

　今回実施した予測では、平ۉ気温や年降水量等の変化だけでなく、ۃ端な高温や大雨の変化につい

ても分析しています。例えば、21 世لの末ࠒには、ॵ日（日最高気温が 35ˆ以上の日）の日数は、東

日本から西日本にかけての地域平ۉで年間 10 日程度増加すると予測されています。また、1 時間降水量

が 50ミリ以上の短時間強雨の発生回数は、全国的に増加すると予測されています。

τϐοΫε

ॵののมԽ༧ଌ

いάϥϑはҬผʹฏͨ͠ۉؒͷॵͷมԽ༧ଌɺࠇいॎ
はʑͷมಈ෯ͷ҆Λࣔͯ͠ いま͢ɻ気ީϞσϧʹΑΔ21ੈلࠒͷ
気ީ༧ଌ࣮ݧͱ20 ͷ݁ՌΛൺֱͨ͠ͷͰ͢ɻݧ࣮ݱ࠶ͷ気ީلੈ
ͳ͓ɺॵはɺ͝ͱͷͷҧい͕େ͖いͨΊɺ͜ͷਤͰは 20
ΛදۉͷॵͦͷͷͰはͳ͘ɺʮࠩʯͷҬฏلͱ21ੈلੈ
ࣔͯ͠ いま͢ɻ

άϥϑはҬผʹੵ߱ؒ࣌1ͨ͠ࢉਫྔ 50ϛϦҎ্ͷؒ
ͷൃੜճΛ1͋ͨΓʹͨ͠ࢉͷͰɺփ৭͕ 20 لੈ
ͷ気ީݧ࣮ݱ࠶ɺ৭͕ ͷ݁ݧͷ気ީ༧ଌ࣮ࠒل21ੈ
Ռɺࠇいॎはʑͷมಈ෯ͷ҆Λࣔͯ͠ いま͢ɻ

� ਫྔ߱ؒ࣌ �� ϛϦҎ্の
ൃੜճのมԽ༧ଌ
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（̐）ฏ ��  � ݄に͓けΔຊの気Թɾւ໘ਫԹに͍ͭて
　平成 24 年（2012 年）は、8 月後半から9 月にかけて・東日本を中心に気温の高い状ଶが続き、ݫ

しいॵとなりました。特に日本では、9 月の月平ۉ気温が 1946 年以降のこれまでのهを大幅に

上回るه的な高温となりました（平年ࠩ �3.7ˆ、これまでのهは 1961 年の �1.8ˆ）。このݫしい

ॵは、日本の東ւ上でଠ平༸高気ѹの勢力がඇ常に強かったことが原Ҽと考えられます。

　ւ道पลւ域のւ面水温も、9 月に、昭和 60 年（1985 年）以降の統計で過去最高をهしま

した。平年ではւ道पลւ域のւ面水温は 8 月に最も高くなり、これまでの最高هも平成 11

年（1999 年）の 8 月でした。平成 24 年は、ւ面水温が平年では下がり始める 9 月になっても上ঢ

を続けました。

　この高いւ面水温にもଠ平༸高気ѹが影ڹしま

した。ւ面水温の上ঢの原Ҽとしては、日本の東

ւ上でଠ平༸高気ѹの勢力がඇ常に強くなり、平

年よりւ上で風がऑく下層のྫྷたいւ水とのࠞ合

がগなくなり、日照によるがւ面からਂさे数

メートル近までのւ水に蓄積されたことが考え

られます。

ւಓपลւҬʹ͓͚Δ�݄த०ͷւਫԹͷԖߏͰ͢ɻઢはฏ
24 （2012 ）ɺࠇઢはظฏۉ（ত 60 ʙฏ 22 （1��5 ʙ
2010 ）ͷฏۉ）ͷԖߏΛͦΕͧΕࣔͯ͠ いま͢ɻւਫԹ͕ฏۉ
ΑΓಛʹߴいൣғ（ਤதͷ˱）はւ໘͔ΒेϝʔτϧʹݶΒΕ͓ͯΓɺ
ਂ͞50ϝʔτϧͰはฏۉͱͷҧいはখ͞ ͳͬͯ͘いま͢ɻ͜ͷൣғʹ͕
ੵ͞Εͯいͨ͜ͱΛࣔͯ͠ いま͢ɻ

ւಓपลւҬ（ന）Ͱはɺ΄΅શҬͰւ໘ਫԹ͕ฏΑΓ
�ˆҎ্ߴ ͳͬͯ͘いまͨ͠ɻ

ত 60 ͔Βฏ 24 ͷຖͷྻܥ࣌ɻઢ͕ฏ 24 ɺ੨ઢ͕ฏ
11ɺփ͕ͦΕҎ֎ͷɺࠇઢ͕ฏͷΛͦΕͧΕࣔͯ͠ いま͢ɻ

ฏ ��  � ݄のւ໘ਫԹฏࠩの ւಓपลւҬの � ݄͔Β �� ݄のւ໘ਫԹのਪҠ

ւಓपลւҬに͓けΔւਫԹのԖߏ造
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ト
ピ
ッ
ク
ス　֟Ԭにおいて地࣓気観測が開始されてから平成 25 年（2013 年）1月でちょうど 100 प年をܴえました。

地࣓気観測所は࣓気ཛྷ（地࣓気のཚれ）の観測情報を公式に発表する機関です。

　第１回国際ۃ年観測をܖ機に明治 16 年（1883 年）日本における地࣓気の定常観測が東京市ࡔ（当時）

で始められ、その後、気象庁の前身である中ԝ気象台（چ本ؙڮ٥）に引き継がれました。明治末

期になると東京で市内電ंの拡ுが次第に進み、地࣓気の観測に影ڹを受けるようになりました。その

ため移స計ըが持ち上がり、いくつかのީิ地の中から現在のҵݝੴԬ市֟Ԭが移స地として選ばれ

ました。大正元年（1912 年）12 月に観測施設が完成し、大正 2 年（1913 年）1月に観測が始められまし

た。このころは東京から係官が֟Ԭに出ுして観測し、結果を東京に持ちؼっていました。

　֟Ԭが地࣓気観測の本ڌ地となったのは、大正 12 年（1923 年）の関東大震災での被災をܖ機に、大

正 13 年ʙ14 年（1924 年ʙ1925 年）に庁舎・観測室などを新設・拡充してからです。その後、国際地

観測年（昭和ٿ 32 年ʙ 33 年（1957 年ʙ1958 年））などの国際ڠ力事業にも参加、観測内容も地࣓気

の他に、地電流、空中電気、地震・火山火予知研究のための観測を加えて拡充してきました。昭和 38

年（1963 年）に国際科学会ٞの活動として、࣓ 気ཛྷの強さを表す国際的な指ඪであるDst 指数（Storm-time 

DisturCance）の発表が始まりました。֟Ԭは、Dst 指数の算出に必要な観測を行う世界４か所の観測点

の一つとして、重要な役割を担うようになりました。その後も観測測ثや処理装置の進展に伴いデータの

デジタル化、高精度・高分解能化が進められ、平成 4 年（1992 年）には४リアルタイムで国際的な地࣓

気データ交換をおこなうインターマグネットの認定観測所となりました。

　地࣓気の観測は社会生活にਵする電࣓ノイズにऑく、世界の多くの観測所が中断や移సしてきた中で、

100 年間にわたり高精度で安定した観測を継続してきたことは国際的に高いධ価を得ています。また、得

られた観測データはଠཅ星空間から地ٿ内෦まで様々な分野において数秒から数े万年に及Ϳ地࣓気

変動に関わるॾ現象の研究に役立てられてきました。今後も地࣓気観測所は地ٿ電࣓気学的手法により

地ٿ環境の変動監視を継続し防災情報として࣓気ཛྷ速報を発信するとともに、高精度で安定した地࣓気

観測データにより地࣓気変動の解明に寄与していきます。

τϐοΫε

େਖ਼14 （1�25 ）ʹͯݐΒΕͨຊ （ؗୈҰிࣷ）Ͱࡏݱ༻ͯ͠い
ま͢ɻ

ΞʔεΠϯμΫλϯεܕ気ّɺӈɿΞεΧχϠɾγϡϛοτ࣓ܕɿγϡϛοτࠨ

େਖ਼ �� （���� ）にݐてΒΕたຊؗ ���� に༻͞Εて͍たઈର؍ଌ༻ଌث

τϐοΫε̕ɹ࣓気؍ଌॴ1��प
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